
 

 

第２回 地域づくり部会 
 

日時 令和７年１月９日 午後６時～８時 

場所 ３０２会議室 

参加者 椎名 早田 宮端 塚本 今井 内藤 

    大竹（どまーに・部会関係者） 

事務局 武藤 石丸 

 

 

委員からのご意見 
 

☆障害者の居場所（住居関係） 
・十数年前、障害者 GHをとある地域に作ろうとしたが住民から反対にあった。作った後

も嫌がらせにあったこともあった。しかし、最近は障害者差別解消法ができあがり世の中

に障害者への理解が広まってきたのか障害者の GHへの反対運動が少なくなってきた印象

がある。 

・現在の GH建設のトレンドはもともとマンションやシェアハウスだったものをそのまま

流用する形で設置するやり方。そのため説明会すら必要なくなってきている。 

・GH建設についてこれだけ反対意見がでるのは、自分たちの生活が奪われるという不安感

があったからなのかもしれない。 

・GH建設を行う上で民生委員や町会長に話を通しておくことは非常に重要である。しか

し、そのような地域社会の集団に所属しない人も近年は増えてきている。 

・「新宿区未来につなぐ町会・自治会ささえあい条例」が可決された。町会・自治会は、

安全・安心で快適な暮らしやすいまちづくりにはなくてはならない存在であるが、生活様

式の変化や価値観の多様化等により、町会・自治会への加入率の低下等が深刻化してお

り、暮らしやすいまちづくりに影響を及ぼす恐れがある。区民や地域で活動する様々な主

体が、地域コミュニティの一員として町会・自治会への理解と関心を深めるとともに、そ

の活動に参加し、協力し、連携することで、安全・安心で暮らしやすいまちの実現を目指

す必要がある。 

 

☆障害者の居場所（日中の活動の場） 
・高校を卒業した障害者の企業就労率が高くなっている。以前は卒業後 B型事業所に通う

者がたくさんいたが、今年は 3名しかいない。良い傾向だとは思うが、一方で離職も増え

てきている傾向がある。やめた後はだれがどのようにサポートしていくのか課題である。 

・障害者が離職後、社会復帰できずそのまま引きこもりになることは多いのでないかと推

察されるが現状数値が把握できない。団体に所属していない家庭も増えている。本人が 

４０代を過ぎたころから両親が高齢者としての課題が出てくるケースが増えてくるので対

策を考えないといけない。 

・障害者手帳を所持しているにもかかわらず障害福祉サービス等は利用していないケース

がある。手帳を区役所の窓口で支給する際、詳細に利用案内を行うが実態がわからない。

愛の手帳 1度 2度の所持者にもかかわらず障害福祉サービス等未利用者が存在するが、日

中活動などサービスの利用意向やニーズも含めわかれば必要な支援につなげることができ

るかもしれない。 

 

☆障害福祉サービス等事業所の人材について 
・福祉関係の職の募集をかけると５０代の人が面接に来ることが多くなってきた。一昔前
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では考えられず採用するかどうか悩んだが意外とどうにかなった。先入観をもって人材を

見ていることがあり知らず知らずのうちに可能性を狭めていることがあるので気を付けた

い。 

・外国人の労働者は言葉の問題や文化風土の違いがありなかなか現場で戦力として育てる

のは難しい。 

・チャット GPTなどで書類作成などを簡素化し技術革新を取り入れながらやることは大事

であるが、キャリアのある高齢スタッフなどはなかなかついていけない側面がある。 

・熟練のスタッフのスキルは目を見張るものがあるものの、結局は一人の力でしかない。

仕事をシステム化しマニュアルを整備しどんな人間が対応したとしても同一のクオリティ

を出すような組織に作り替えていくほうが長い目で見れば利用者のためになる。 

 


